
双方向サービス基盤構築業務における提案事項・受託候補者特定基準

Ⅰ 実施体制等

⑵ 実績
履行実績調書（様式３）に該当する地方公共団体との契約実績を記載す
ること。

令和６，７年度の２年度に、地方公共団体において、本案件
と同規模のアプリの構築又は運用の業務を履行した実績が豊
富か。
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Ⅱ　サービス実装

Ⅲ　詳細機能、ＵＩ／ＵＸ設計

⑺
提案サービ
スの要件定
義

Ⅱのサービス提供に当たり、別紙「詳細要件」に示す粒度に準じた機能
や実施方法を提案書に示すこと。また、当該サービス等ごとに、アプリ
／Ｗｅｂブラウザの提供範囲（アプリ以外にブラウザ版も提供するの
か、ブラウザ版だけのＷｅｂビュー表示のみかなど）を利便性・拡張
性・経済性等の理由も含めて示すこと。

Ⅱで提案したサービスを実装する上で、利用者向け・管理者
向けの必要な機能が定義されているか。
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Ⅳ　普及・定着サポート

Ⅴ　本市職員サポート

⑽
本市職員へ
の説明等

アプリのリリースに当たり管理者向け機能について本市職員を対象とし
た説明会（レクチャー）の内容を提案すること。

本市職員を対象とした説明会について、職員用アカウント
（システム所管課、システム利用課）ごとに必要な内容が提
案されているか。
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⑾
ルール・マ
ニュアル

アプリを安定的に継続運用するため本市にとって有益となるルールやマ
ニュアルの整備について、その内容や用途、活用方法について提案する
こと。不要と考える場合は、その理由を具体的に示すこと。

アプリの安定運用に向けたルール・マニュアルの整備の必要
性について、具体的なケースを示すなど有効な提案となって
いるか。不必要性が提案されている場合は、その理由が妥当
なものか。
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Ⅵ　成果指標・効果検証

⒀
目標値の妥
当性

計測する指標の目標値を設定根拠も示した上で提案すること。⑿で計測
する指標について、提案者のこれまでのアプリ導入実績における実績値
を示すこと。

目標設定に当たって設定根拠が明確に示され、目標値が合理
的なものとなっているか。
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Ⅶ　コストパフォーマンス（提案書とは別に⒁～⒃ごとにそれぞれ任意様式で提出のこと）

⒁ 運用
仕様書やⅡⅢで提案した内容に基づきリリースしたアプリの運用を継続
する前提で、令和９年度以降の運用保守費用やその他ランニングコスト
の見積書を提出すること。

リリースしたアプリの運用に係る経済性が優れているか。
（機能拡張を行わず、本アプリを稼働する上で最低限必要な
費用）
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⒂
普及・定着
サポート

仕様書やⅣで提案した内容に基づき実施する普及・定着サポートを継続
する前提で、令和９年度以降に実施する場合のコストの見積書を提出す
ること。

普及・定着サポートを継続実施する場合に経済性が優れてい
るか。
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⒃ 拡張

令和９年度以降に個人認証機能の実装や当該機能により取得した個人情
報の管理を実施する上で必要な費用の見積書を提出すること。（個人認
証により実現させたい提供サービスの実装費用は含まず、個人認証機能
を実装させることによる費用）

本人確認又は利用者識別を目的とした個人認証や個人情報管
理の機能改修を想定した場合、拡張性・経済性に優れている
か。
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Ⅷ　その他

⒄ 独自提案
本業務の目的を達成するために、独自の追加提案があれば具体的に示す
こと。

仕様書に記載していない又は提案を求めていないもので、本
業務の実施に当たって有益な提案がされているか。
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その他の普
及活動

測定方法

⑶

⑹

⑻

⑼
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既存サービスとの連携方法や役割分担が具体的に示されてお
り、本業務の趣旨等を踏まえ、本市にとって有益な提案と
なっているか。特に、「市公式ＬＩＮＥ」との役割分担、
「としポ」との連携方策が、本市にとって最適な形で提案さ
れているか。
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メニュー設
計

イベント等
と連携した
アプリのＰ
Ｒ

プロジェクト管理やアプリ構築・運用作業のほか、今年度の
業務で構築する機能や拡充機能の要件定義等における本市職
員との協議・調整、普及・定着サポート業務等の必要性を理
解し、各工程に役割・スキルに応じた従事者を配置してお
り、本業務や安定運用が実現可能な実施体制を提案している
か。

必須要件としているサービス・機能以外で、本業務（今年
度）において市民の普段利用に資するサービス実装が具体的
な利用シーンを含めて具体的に提案されており、十分なサー
ビス数となっているか。

一事例として示している休日保育の事務に活用する汎用型双
方向サービスについて、提案されている仕組みが休日保育に
おける利用者の利便性向上や市職員の負担軽減に資するもの
となっているか。また、汎用的に活用するサービスとして、
当該サービスを活用することで利用者の利便性向上や事務改
善が可能となる休日保育以外の具体的な事務などが述べられ
ているか。
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アプリリリース後において、本市が主催等するイベント等の
場を活用した普及・定着の活動が具体的に提案されている
か。また、前述のイベント等を活用した普及・定着サポート
やそれに類似する活動の実施回数が充実しているか。

⑻の活動以外で、本市ホームページなどでＰＲするコンテン
ツの作成などダウンロードを促す具体的な方策や伴走支援等
が示されているか。

仕様書１（課題認識）・２（展開想定）を踏まえ、仕様書又は仕様書別
紙「詳細要件」において必須としている機能・サービス以外で、普段か
ら利用されるアプリとして、本業務で実装するサービス（機能概要）に
ついて具体的に提案すること。

アプリ内で提供するメニューには、表示名（テキスト）、表示画像（ア
イコン）、表示順序、遷移先（アプリ内画面・ＷｅｂページＵＲＬ・外
部アプリ等）の項目が設定できることとしているが、設定方法（管理画
面の有無、アプリ更新の要否等）については、運用負担・将来拡張性の
観点から最適な方法を提案すること。

普及・定着のサポート策を提案すること。サポート策については、本業
務における実施回数を明記すること。
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⑻のイベント等の機会を捉えたサポート策以外に、普及・定着に向けた
支援内容を具体的に提案すること。

仕様書４の⑸に示した指標の計測方法を具体的に提案すること。また、
その他で計測すべきと考える指標があれば、その計測方法も含めて提案
すること。

評価項目・基準

⑿

⑴

提供するサービスを示し、仕様書別添に示す改善イメージを参考に、休
日保育の事務のデジタル化の実施方法、事務スキームを提案すること。
また、そのサービスが休日保育だけでなく、汎用的に利用できるサービ
スであることを具体的な利用シーンを示しつつ提案すること。

本市において、既に導入・運用しているアプリケーション、Ｗｅｂサー
ビス、業務システム等の特性を踏まえ、これらのシステム等との役割分
担や本アプリへの統合又は連携の方向性について、現実的かつ有効な方
策を提案すること。

⑷

⑸

実施体制

本業務に従事する人数や分担、従事者のこれまでの従事実績を示し、本
業務を確実に履行できる実施体制を提案すること。また、令和９年度以
降の運用保守や普及・定着業務を想定した体制の方針を提案に盛り込む
こと。

普段利用に
資するサー
ビス

汎用型双方
向サービス

既存サービ
スとの役割
分担

本市が示した指標を測定することができる方法が提案されて
いるか。また、本市が示した指標以外に計測する指標が提案
されている場合は、把握することが効果的と認められる指標
か。

本市によるホーム画面へのメニュー追加が容易な仕組みと
なっているか。（本市管理画面での設定又は本市の要求に基
づく運用保守の範囲での設定で実現可能であることを想定し
ているが、その実施方法を具体的に提案すること。）その
他、利用者がお気に入りメニューを選択しトップに表示でき
るなど利用者の利便性向上に資するメニュー構成が提案され
ているか。

提案を求める事項


